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資料１

食のリスクコミュニケーション

と
フードファディズム

群馬大学教育学部

高橋久仁子

2005年８月１日(月)

健康関連食情報の氾濫

体に良い情報：これを食べると○○に良い

体に悪い情報：これを食べると××に悪い

食情報の発信源
食品業界

｢健康食品｣業界

マスメディア
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Nutrition and Behavior
と Food Faddism 部分

フードファディズム
Food Faddism

食べ物や栄養が､健康や病気
に与える影響を過大に評価し
たり信じること
針小棒大論、科学的知見の拡大解釈、

曲解、科学的根拠のない｢神話｣
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フードファディズムの
３タイプ

①健康効果を騙る食品の大流行
｢紅茶きのこ｣ ｢酢大豆｣ ｢野菜スープ｣ ｢ココア｣

｢にがり｣

②食品・食品成分の｢薬効｣強調
いわゆる「健康食品」全般

③食品に対する不安の扇動
“自然塩”は良い、精製塩は悪い。黒砂糖は良い、白砂糖は悪い。

不安扇動情報が不安便乗商法を太らせる

フードファディズム
③食品に対する不安の扇動

◎｢良い食品｣･｢悪い食品｣の単純二分。

◎｢万能薬視｣する食品。｢毒物視｣する食品。

◎｢自然｣｢植物性｣は良。｢人工｣｢動物性｣は悪。

◎｢不安扇動情報｣で稼ぐ｢不安便乗ビジネス｣。

「普及品には危険がいっぱい、だからこちらの商
品を｣。
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買ってはいけない

有害か否かは量で決まる

●食塩：推定致死量は体重１kgあたり0.5～5g。体
重50kgの人が25～250gを一度に摂取すると危険。

●ソラニン(ジャガイモ中の有毒物質)：推定中毒
量は成人で25mg、致死量は400mg。ジャガイモ
100gあたり2～10mgのソラニン含有。一度に2kg
のジャガイモを食べると中毒を起こす可能性。

●カフェイン：致死量は3～10g。100mgのカフェイ
ン含有コーヒー30～100杯を一度に飲むと致死量。

●エチルアルコール：「イッキ飲み」で死亡事故。



5

世の中には
怖い食品ばかり。私た

ちの健康は危険な食品で
むしばまれている

ホント？

2002年：食に関連する事件
①「牛肉買い取り制度」の悪用

②産地･品種･銘柄･原料等の偽装･虚偽表示等

③指定外添加物の使用

④基準値超過残留農薬の検出

⑥無登録農薬の使用

⑤中国製痩身用健康食品による健康被害

食の安全を
真に脅かす
ものは？

食中毒

食中毒事件死者数の年次推移

62003519903019771461964
200220021019892619761641963

42001819885219751671962
42000519874819742381961
71999719863919732181960
919981219853719723181959
819972119844619713321958
1519961319836319703001957
519951219828219692711956
219941319819419685541955
10199323198012019673581954
6199222197911719661981953
6199140197813919652121952

死者数年次死者数年次死者数年次死者数年次

18
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2002年
食中毒死者18人の内訳

• ９人：腸管出血性大腸菌０ｰ１５７
(栃木県・宇都宮病院の集団食中毒)

• ２人：サルモネラ菌
• ６人：フグ
• １人：トリカブト(山菜と誤認)

｢危険｣には敏感というけれど

過剰反応では？

●食品添加物

●残留農薬

●BSE
●遺伝子組換作物

過小反応では？

●大量のカテキン摂取

●食中毒

●アクリルアミド
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アクリルアミド

カテキンでDNA損傷
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｢危険｣には敏感というけれど

●いわゆる「健康食品」の無警戒な利用
「健康食品」も「食品」に属するのなら、

これによる健康被害の全国調査が必要では？

●正体不明なものの無防備な利用

｢紅茶きのこ｣｢○○ヨーグルト(自家継代)」

●「個人輸入」

●生食(なましょく)への警戒感の低さ

●二次汚染への関心の低さ

アブナイ物を
食べると？
健康障害､
死

食べないと？
栄養不足
餓死

食べすぎると？
肥満
健康障害

“アブナイ物”
とは？

Hazard(危害要因)
を含む食品
病原(微)生物
自然毒
カビ毒
重金属
有機塩素系

化合物
ほか
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フードファディズムが
蔓延する社会的条件

①過剰な食料供給。

②過剰な健康指向･健康｢強迫｣。

③食料の生産や製造､流通に対する
漠然とした不安･不信。

④情報の過剰提供およびメディア
リテラシーの欠如。

不安煽動情報の特徴

摂取量・
摂取経路の
無視

「正義の味
方｣ぶる

｢事業者は
ウソをつく」

｢消費者は重大な危
険にさらされている
のである｣と脅す

「有害か否かは
量で決まる」の

無視

｢行政は事業
者の味方｣
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期待･願望、現実と警告

おいしいものを
がまんしないで
飲んでも食べても
痩せられる

いくら食べても
これさえ飲めば
必ず痩せます
命まで

痩せるためには
死んでもいいの？
変なものには
手を出すな

こういうものは

ありません

「リスクコミュニケーションの現状と課題」より 04年7月

「リスクコミュニケーションの現状と課題」04年7月より

メディア報道に
は偏りがある

マスメディア
が重要な役割

情報の共有

リスクコミュ
ニケーション
成立のために

◎食の教育
◎メディアリテラシー




